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スポーツ庁における「令和４年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の結果と幼児

期からの運動習慣形成に向けた取組についてお知らせします。 

事 務 連 絡 

令和５年１月３１日 

各都道府県・指定都市教育委員会担当課 

各 都 道 府 県 私 立 学 校 主 管 課 

附属幼稚園又は特別支援学校幼稚部 

を 置 く 各 国 立 大 学 法 人 担 当 課 

各都道府県・指定都市・中核市認定こども園主管課 

各 都 道 府 県 ・ 市 町 村 保 育 主 管 課 

スポーツ庁地域スポーツ課

 政策課企画調整室 

幼児期からの運動習慣形成に向けた取組について（依頼） 

スポーツ庁では、平成２０年度から、全国の小学５年生と中学２年生を対象として、「全

国体力・運動能力、運動習慣等調査」を実施しています。本調査からは、小学５年生の記

録とその３年後の中学２年生の際の記録を比較すると直近約１０年間にわたり同程度の体

力合計点の伸びが確認できる一方、令和元年度以降、連続して体力合計点の水準が低下す

るなど子供の体力が低下傾向にあることが明らかになっています。また、新型コロナウイ

ルス感染症の拡大により拍車がかかった運動不足についても改善する必要があります。そ

のような中、教育委員会による幼児の運動促進のための取組を実施している割合は、政令

指定都市を除き、近年低下している現状があります。

特に、いわゆる「ゴールデンエイジ」（概ね幼児期から中学校まで）の運動習慣は、生涯

にわたる体力・運動能力等の基盤となる極めて重要な要素であると言われており、小・中

学校段階の取組に加え、就学前の運動習慣や運動経験の充実も重要です。 

ついては、幼児教育に関わる皆さまにも上記調査結果と子供の運動習慣形成の取組につ

いて情報共有させていただきますので、発達の段階等に応じて、子供の運動習慣の形成や

体力向上につなげられるよう、積極的な取組を講じていただくようお願いします。 

 各都道府県教育委員会におかれては所管の幼稚園等及び域内の市区町村教育委員会に対

して、各都道府県私立学校主管課におかれては所轄の幼稚園等に対して、各国立大学法人

担当課におかれてはその設置する幼稚園等に対して、各都道府県・指定都市・中核市認定

こども園主管課におかれては所管・所轄の認定こども園及び域内の市（指定都市及び中核

市を除く。）区町村認定こども園主管課に対して、各都道府県・市町村保育主管課におかれ

ては域内の保育所、地域型保育事業所及び認可外保育施設に対して、周知されるようお願

いします。 



２ 

【全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果】※別紙１ 

〇 令和４年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果について 

  https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/toukei/kodomo/zencyo/1411922_00004.html 

〇 室伏広治スポーツ庁長官 メッセージ 

  https://www.youtube.com/watch?v=AbEVQcNvxjc 

【スポーツ庁委託事業「幼児期からの運動習慣形成プロジェクト」 】※別紙２ 

 令和４年度から開始している委託事業です。令和５年度分は、令和５年２月～３月を

目途に公募が開始できるよう準備を進めています。公募状況はスポーツ庁ホームページ

をご参照ください。 

https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/boshu/index.htm 

【幼児期運動あそびに関する取組】 

 「幼児期運動指針」では、毎日合計６０分以上、楽しく体を動かすことを目安としてお

示ししています。また、日本スポーツ協会が開発した「アクティブ チャイルド プログ

ラム」は、子どもが発達段階に応じて身につけておくことが望ましい動きを習得する運

動プログラムです。

〇 幼児期運動指針

https://www.mext.go.jp/a_menu/sports/undousisin/1319772.htm 

〇 アクティブ チャイルド プログラム（JSPO－ACP） 

https://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/acp/index.html 

・ アクティブ チャイルド プログラム E-Learningはこちら

https://www.acp-e-learning.net/

・ アクティブ チャイルド プログラム ガイドブックはこちら

https://saas.actibookone.com/content/detail?param=eyJjb250ZW50TnVtIjoxNjU0OTl9&det

ailFlg=1&pNo=1 

・ 日本スポーツ協会主催 アクティブ チャイルド プログラム研修会はこちら

https://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/acp/kousyuukaizyouhou.html

【幼児期からの運動習慣形成プロジェクト・幼児期運動指針・

アクティブ チャイルド プログラム担当】

スポーツ庁 地域スポーツ課  担当：松藤

アドレス：tiikisport@mext.go.jp

電話：03-5253-4111(内線 3951)  FAX ：03-6734-3790 

【全国体力・運動能力・運動習慣等調査担当】 

スポーツ庁政策課 企画調整室 担当：高畑

アドレス：skikaku@mext.go.jp

電話：03-5253-4111(内線 2649)  FAX ：03-6734-3790 

https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/toukei/kodomo/zencyo/1411922_00004.html
https://www.youtube.com/watch?v=AbEVQcNvxjc
https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/boshu/index.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/sports/undousisin/1319772.htm
https://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/acp/index.html
https://www.acp-e-learning.net/
https://saas.actibookone.com/content/detail?param=eyJjb250ZW50TnVtIjoxNjU0OTl9&detailFlg=1&pNo=
https://saas.actibookone.com/content/detail?param=eyJjb250ZW50TnVtIjoxNjU0OTl9&detailFlg=1&pNo=
https://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/acp/kousyuukaizyouhou.html


令和４年１２月 

スポーツ庁

令和４年度 全国体力・運動能力、運動習慣等調査 
結果のポイント 

【体力合計点】 
○ 体力合計点については、令和元年度調査から連続して小・中学校の男女と

もに低下した。 
○ 小学校５年から中学校２年に至る３年間の記録の伸びについて、令和４年

度までの約 10 年間で見ると、身体的成長も含め毎年同程度伸びているが、
20m シャトルランや上体起こしなどについては近年伸びが鈍化している。

【低下の要因】 
○ 低下の主な要因としては、
①１週間の総運動時間が 420 分以上の児童生徒の割合は、増加しているもの
の、以前の水準には至っていないこと

②肥満である児童生徒の増加
③朝食欠食、睡眠不足、スクリーンタイム増加※などの生活習慣の変化
のほか、新型コロナウイルス感染症の影響により、マスク着用中の激しい
運動の自粛なども考えられる。 

【実技テスト種目別の状況】 
○ 令和３年度と比較し、
・「50m 走」「20m シャトルラン」中学校の「持久走」「上体起こし」及び

「反復横とび」は低下。 
・「長座体前屈」は向上。 
・「立ち幅とび」について、小学校は低下、中学校男子は調査開始以来の 

最高値、女子は低下。 
・「握力」「ボール投げ」は、ほぼ横ばい。 

【運動やスポーツに対する意識】 
○ 運動が好き、と答えた児童生徒は令和３年度より増加したが、以前の水準

には戻っていない。体育が楽しい、と答えた児童生徒は令和３年度より増加
し、小学校では以前の水準に戻り、中学校では過去最高となっている。

【学校及び教育委員会の取組状況】 
○ 小学校・中学校ともに、前年度の活動として体育の授業以外で体力向上の

取組を行った学校が増加したが、以前の水準には戻っていない。
○ 幼児の運動促進のための取組を実施している教育委員会の割合は、政令指

定都市を除き、低下した。

※ 令和２年度は、感染症の影響により調査を中止した。

※スクリーンタイム…平日 1日当たりのテレビ、スマートフォン、ゲーム機等による映像の視聴時間

（別紙１）
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令和４年１２月 

スポーツ庁

令和４年度 全国体力・運動能力、 
運動習慣等調査の結果（概要）について 

 調査の概要  

１ 調査の対象及び内容 
国公私立の小学校５年生及び中学校２年生を対象とした悉皆調査 

（ 小学生：約９９万人、 中学生：約９１万人 ） 

○実技テスト調査（８項目）

テスト項目 

小学校 

５年生 
握力 

上体 

起こし 

長座 

体前屈 

反復 

横とび 

20ｍシャトルラン※１ 

50ｍ走 
立ち幅 

とび 

ソフトボール

投げ 

中学校 

２年生 

20ｍシャトルランか 

持久走※２の選択 
ハンドボール

投げ 

※１ 往復持久走（一定の間隔で鳴る電子音に従って２０ｍを走り、折り返し回数を測定）

※２ 男子は１５００ｍ、女子は１０００ｍ

評価基準表 

※各実技テストの結果を10点満点で換算し、合計80点満点で上記基準表に基づき、Ａ～Ｅの評価を判定

○質問紙調査

児童生徒：１週間の総運動時間、体格、生活習慣、運動やスポーツに対する意識 等 

学 校：体力・運動能力向上への取組や目標の設定、授業改善への取組 等 

教育委員会：体力・運動能力向上への取組、幼児の運動促進のための取組 等 

２ 調査の実施時期 

令和４年４月～７月の間に各学校において実施 

※ 令和２年度は、感染症の影響により調査を中止

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

小学校５年生 65点以上 58～64点 50～57点 42～49点 41点以下 

中学校２年生 57点以上 47～56点 37～46点 27～36点 26点以下 

本件担当 

スポーツ庁政策課企画調整室 

室長      日比 謙一郎 (2704） 

室長補佐    古市 智  (2574) 

調査係長 高畑 裕美 （2649） 
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 調査結果の概要 

１ 児童生徒の体力 

（１） 体力合計点の状況

体力合計点については、令和元年度調査から連続して小・中学校の男女ともに低下した。 

（小学校） 

（中学校） 

低下の主な要因としては、 
① １週間の総運動時間が420分以上の児童生徒の割合は、増加しているものの、以前の

水準には至っていないこと
② 肥満である児童生徒の増加
③ 朝食欠食、睡眠不足、スクリーンタイム増加※などの生活習慣の変化

のほか、新型コロナウイルス感染症の影響により、マスク着用中の激しい運動の自粛なども 
考えられる。 

 

（点） 

（点） 
（点） 

低下の主な要因 

（点） 

※スクリーンタイム…平日1日当たりのテレビ、スマートフォン、ゲーム機等による映像の視聴時間
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（参考１） 体力水準の中長期的な推移 

本調査よりも以前から行われている「体力・運動能力調査（抽出調査）※」の結果を用いて、 
平成11年度からの長期的傾向を確認したところ、ここ数年間の上昇は鈍化し、平成30年度 
前後に傾向が変化したと考えられる。 
※体力・運動能力調査（抽出調査）のグラフは、3点移動平均法を用いて平滑化した値を用いている。

 

（参考２） 小学校５年生から中学校２年生までの記録の伸び 

小学校５年生から中学校２年生に至る３年間の記録の伸びについて、令和4年度までの約10年間で 
見ると、身体的成長も含め毎年同程度伸びているが、シャトルランや上体起こしなどについては 
近年伸びが鈍化している。 
※グラフは、小学校５年生時点の記録を１とした比率で示したものである。

（50m走の値が１を下回るのは、小学校５年生時点から記録が短縮されていくため。）

  

（点） 
 

（点） 
 

（倍率） 
 

1.0 

（倍率） 
 

1.0 
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（２） 各実技テスト種目の状況

各実技テスト（８種目）の数値をみると、令和３年度調査と比較し、 

① 「50m走」「20mシャトルラン」中学校の「持久走」「上体起こし」及び「反復横とび」は低下。

② 「長座体前屈」は向上。

③ 「立ち幅とび」について、小学校は低下、中学校男子は調査開始以来の最高値、女子は低下。

④ 「握力」「ボール投げ」は、ほぼ横ばい。

①【 小・中学校の50m走、20mシャトルラン、中学校の持久走、上体起こし、反復横とび 】は低下 

293.2294.5
295.7

292.9 293.2
291.2290.6

289.3288.1
287.5

290.6

298.3

304.0

280.0

285.0

290.0

295.0

300.0

305.0

310.0
H20H21H22H23H24H25H26H27H28H29H30 R1 R2 R3 R4

［中学校女子］ 持久走（1000m）

女子

396.5
396.8

397.4

392.6
394.6

393.7393.4
392.6

392.3
393.7

400.0

407.2

410.9

385.0

390.0

395.0

400.0

405.0

410.0

415.0
H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

［中学校男子］ 持久走（1500m）

男子

※持久走は、中学校のみの調査項目であり、持久走と20ｍシャトルランのいずれかを学校が選択して実施 
 （持久走の選択率は、男女ともに全生徒の約３割）

9.39 9.379.38 9.36 9.38 9.38 9.379.38 9.37 9.37
9.42 9.45

9.53

9.64 9.64 9.65
9.63

9.64 9.63 9.62 9.61 9.60 9.60
9.63 9.64

9.70

9.00

9.20

9.40

9.60

9.80
H20H21H22H23H24H25H26H27H28H29H30 R1 R2 R3 R4

［小学校］ 50m走

男子 女子

8.06 8.05 8.05 8.02 8.04
8.03

8.01
8.03

8.00
7.99 8.02 8.01

8.06

8.89 8.908.90 8.87
8.88 8.87 8.84

8.83
8.81

8.78 8.81 8.88
8.97

7.50

8.00

8.50

9.00

9.50
H20H21H22H23H24H25H26H27H28H29H30 R1 R2 R3 R4

［中学校］ 50m走

男子 女子

（秒） （秒） 

49.4
50.151.3 51.6 51.4 51.7 51.6 51.9 52.2 52.2

50.3

46.9
45.9

38.738.7
39.7 40.0 39.740.3 40.7 41.341.6 41.9 40.8

38.2 37.035.0
37.0
39.0
41.0
43.0
45.0
47.0
49.0
51.0
53.0
55.0

H20H21H22H23H24H25H26H27H28H29H30 R1 R2 R3 R4

［小学校］ 20mシャトルラン

男子 女子

（回） 

83.4 83.1
84.2 85.8

84.785.0 85.385.985.5 85.7
83.1

79.5
77.7

56.3 56.256.2
57.6

57.0
57.557.8

58.5
58.8

59.6 58.0
53.9 51.348.0

53.0
58.0
63.0
68.0
73.0
78.0
83.0
88.0

H20H21H22H23H24H25H26H27H28H29H30 R1 R2 R3 R4

［中学校］ 20mシャトルラン

男子 女子

（回） 

（秒） （秒） 

19.1 19.3 19.3 19.4 19.5 19.6 19.6 19.7 19.9 19.9 19.8

18.9 18.9

17.6 17.7 17.8 17.9 18.1 18.3 18.4 18.6 18.8 19.0 19.0

18.1 18.0

16.0

17.0

18.0

19.0

20.0

21.0

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

［小学校］ 上体起こし

男子 女子

26.7 26.7 26.9 27.4
27.5

27.4 27.4 27.4 27.3
27.3 26.9

25.9 25.6

22.2 22.0 22.3
22.8 23.0

23.0
23.2

23.4
23.6

23.8
23.6

22.2 21.6
20.0

22.0

24.0

26.0

28.0

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

［中学校］ 上体起こし

男子 女子

（回） （回） 
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②【 長座体前屈 】は向上 

③【 立ち幅とび 】について、小学校は低下、中学校男子は調査開始以来の最高値、女子は低下 

④【 握力、ソフトボール/ハンドボール投げ 】 は、ほぼ横ばい 

30.1
29.8 29.7 29.629.2 29.0

28.9
28.9

28.9
28.8

28.6 28.8 29.0

24.2 24.023.9 24.0
23.7

23.7
23.7 23.7 23.8

23.8
23.7 23.4 23.2

20.0

25.0

30.0

35.0

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

［中学校］ 握力

男子 女子

25.4 25.4 25.2
23.823.2

22.9
22.522.422.5 22.1 21.6 20.6 20.3

14.914.614.6 14.213.913.9 13.813.913.913.8 13.6 13.3 13.210.0
12.0
14.0
16.0
18.0
20.0
22.0
24.0
26.0

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

［小学校］ ソフトボール投げ

男子 女子

154.0 153.7153.5 152.4 152.1
151.7

151.3
151.4151.7 152.3 151.5 151.4

150.9

145.8
145.1145.3 144.9 144.6

144.8144.8145.3145.5146.0
145.7 145.2 144.6

135.0

140.0

145.0

150.0

155.0

H20H21H22H23H24H25H26H27H28H29H30 R1 R2 R3 R4

［小学校］ 立ち幅とび

男子 女子

195.3
194.7

195.3 195.3
193.7

193.4
194.1

194.7
194.6

195.6
195.0

196.3 196.8

166.6
166.0166.5 167.1

166.1166.5
167.2

168.2
168.4

170.1
169.7 168.0

166.9

140.0

160.0

180.0

200.0

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

［中学校］ 立ち幅とび

男子 女子

（㎝） 
（㎝） 

17.0 17.0
16.9 16.7 16.6 16.6 16.5

16.5
16.5

16.5 16.4 16.2 16.2

16.5
16.3 16.4

16.2 16.1
16.116.1 16.1 16.1 16.1 16.1 16.1 16.1

15.5

16.0

16.5

17.0

17.5

H20H21H22H23H24H25H26H27H28H29H30 R1 R2 R3 R4

［小学校］ 握力

男子 女子

（kg） （kg）

21.3 21.3 21.2 21.2 21.0 20.820.6 20.520.520.5 20.4 20.2 20.2

13.5 13.413.2 13.0 12.9 12.812.8 12.812.9 12.9 12.9
12.6 12.410.0

12.0

14.0

16.0

18.0

20.0

22.0

24.0

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

［中学校］ ハンドボール投げ

男子 女子

（m） （m）

32.7 32.6
32.6 32.6 32.7

32.9
33.1

32.933.2
33.3

33.2
33.5 33.8

36.636.636.8 36.736.9
37.2

37.5
37.2

37.4
37.6

37.6 37.9 38.2

30.0

32.0

34.0

36.0

38.0

40.0

H20H21H22H23H24H25H26H27H28H29H30 R1 R2 R3 R4

［小学校］ 長座体前屈

男子 女子

43.042.9 43.0 43.243.1
42.943.0

43.0
43.143.4

43.4 43.6 43.8

44.644.4
44.7 45.1

45.2 45.3
45.6

45.5
45.9

46.2
46.3 46.2

46.1

40.0

42.0

44.0

46.0

48.0

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

［中学校］ 長座体前屈

男子 女子

（cm）
  

（cm）
 （ ） 

41.040.8
41.5 41.6 41.441.641.6

42.0 42.0 42.1 41.7

40.4 40.4

38.8
38.5

39.2 39.2 39.1
39.4 39.6

40.1
40.140.3 40.1

38.7 38.7

36.0

38.0

40.0

42.0

44.0

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

［小学校］ 反復横とび

男子 女子

50.5 50.5
51.0

51.5
51.1

51.3 51.6
51.9 51.8

52.2
51.9

51.2 51.0

44.6 44.645.0 45.5 45.3 45.6
46.146.6

46.8 47.3 47.3
46.3

45.8

42.0

44.0

46.0

48.0

50.0

52.0

54.0

H20H21H22H23H24H25H26H27H28H29H30 R1 R2 R3 R4

［中学校］ 反復横とび

男子 女子

（点） （点） 
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（３） 体力合計点の評価の状況

  体力合計点の評価の変化をみると、令和４年度は、小・中学校男女ともに、Ａ・Ｂの割合が 

  減少し、Ｄ・Ｅの割合が増加した。 

（小学校） 

（中学校） 
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２ 児童生徒の運動時間（体育の授業を除く。） 
 

１週間の総運動時間が420分以上の割合は、小学校男女・中学校男女の全てにおいて 

令和３年度よりも増加したが、以前の水準には戻っていない。 
 
 
（小学校）男子               （小学校）女子  
 
 
 
 
 
 
（中学校）男子               （中学校）女子 
 
 
 
 
 
 
【運動時間別の体力合計点】 

 
 
1週間の総運動時間が420分以上の児童生徒は、それ以外の児童生徒と比べ体力合計点が高い。 

 

 小学校 中学校 
男子 女子 男子 女子 

420分未満 48.1 52.5 32.9 40.6 
420分以上 56.5 58.9 43.2  52.2 
全国平均 52.3 54.3 40.9 47.3 

３ 児童生徒の生活習慣 

（１）児童生徒の体格の状況 

 

   小・中学校の男女ともに、肥満の割合が増加。特に小学校男女、中学校男子は過去最高。 

 
  ○肥満である児童生徒の割合の経年変化 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

11.1%
10.2% 10.2% 10.1% 9.9% 9.9% 9.7% 10.0% 10.0% 10.6% 11.1%

13.1%
14.5%

8.7% 8.0% 8.0% 8.0% 7.8% 7.8% 7.4% 7.7% 7.6% 7.8% 8.1%
8.8%

9.8%

6.0%

8.5%

11.0%

13.5%

16.0%

H20 H21 H22 H2３ H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

[小学校] 肥満度の経年変化

小・男 小・女

9.4% 8.7% 8.6% 8.0% 7.9% 7.9% 7.6% 7.7% 7.7% 7.9% 8.6%
10.0%

11.4%

7.8% 7.4% 7.3% 7.1% 6.8% 6.7% 6.6% 6.6% 6.4% 6.2% 6.6% 7.1% 7.5%5.0%

7.5%

10.0%

12.5%

15.0%

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

[中学校] 肥満度の経年変化

中・男 中・女
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【体格別の体力合計点】 

肥満である児童生徒は、その他の児童生徒と比較し、体力合計点が低い。 

小学校 中学校 
男子 女子 男子 女子 

痩身 52.0 53.1 35.6 43.9 
普通 53.3 54.9 41.9 47.9 
肥満 46.8 50.1 35.2 42.4 

全国平均 52.3 54.3 40.9 47.3 

（２） 朝食、睡眠、スクリーンタイム※の状況

朝食は、「毎日食べる」児童生徒が小学校男子を除いて減少した。 

 

 

 

 

（小学校男子） 

（小学校女子） 

（中学校男子） 

（中学校女子） 

※スクリーンタイム…平日1日当たりのテレビ、スマートフォン、ゲーム機等による映像の視聴時間
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睡眠時間は、「８時間以上」と回答した児童生徒の割合が、減少した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

学習以外のスクリーンタイムは、「４時間以上」と回答した児童生徒の割合が、増加した。 

    
（小学校男子） 

 

 

 

 
（小学校女子） 

 

 

 

 

 

（中学校男子） 

 

 

 

 

 
（中学校女子） 

 

 

 

 

（小学校男子） 

（小学校女子） 

（中学校男子） 

（中学校女子） 
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４ 運動やスポーツに対する意識 

「運動が好き」と答えた児童生徒は令和３年度より増加したが、以前の水準には戻っていない。 

「体育が楽しい」と答えた児童生徒は、令和３年度より増加し、小学校では以前の水準に戻り、 

中学校では過去最高となっている。 

「運動やスポーツをすることが好き」と答えた児童生徒の割合 

 

 

 

 

「体育の授業が楽しいと思う」と答えた児童生徒の割合 

 

（小学校男子） 

（小学校女子） 

（中学校女子） 

（中学校男子） 

（小学校男子） 

（小学校女子） 
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５ 学校による授業以外の取組状況 

 
小・中学校ともに、前年度の活動として体育の授業以外で体力向上の取組を行った学校が増加 

したが、以前の水準には戻っていない。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考：どのような活動を行いましたか(複数回答可)」に対する回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

54.9

39.8

45.2

7.3

9.6

10

37.8

50.6

44.8

令和元年度

令和２年度

令和３年度

令和４年度

84.4

71.4
77.2

8.2

7.7
8.3

7.4

20.9
14.5

令和元年度

令和２年度

令和３年度

令和４年度

（中学校男子） 

（中学校女子） 
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６ 教育委員会の取組状況 

幼児の運動促進のための取組を実施している割合は、政令指定都市を除き、低下した。 

【参考：「実施している」「実施する予定である」の回答グループから得られた取組の内容】 

80.9

76.6

70.2

4.3

2.1

10.6

14.9

21.0

19.1

令和元年度

令和２年度

令和３年度

令和４年度

65.0

65.0

65.0

5.0

5.0

5.0

30.0

30.0

30.0

令和元年度

令和２年度

令和３年度

令和４年度

42.1

39.9

39.3

5.6

6.3

5.6

52.3

54.0

55.1

令和元年度

令和２年度

令和３年度

令和４年度

都道府県 

政令指定都市 

市区町村 



子供の運動習慣形成と体力向上に向けた今後の取組について

〇令和元年以降、子供の体力が低下傾向にあり、感染症の拡大により拍車がかかった運動不足について、抜本的に改善
することが必要。

〇いわゆる「ゴールデンエイジ」（概ね幼児期から中学生まで）の運動習慣は、生涯にわたる体力・運動能力等の基盤となる極めて
重要な要素であり、その定着に向けて国民的なムーブメントを推進。

〇学校、家庭及び地域における運動機会を確保し、子供の運動習慣の形成や体力向上につなげられるよう、スポーツ庁と
して以下の５つの対策パッケージを以下の通り実施。令和５年以降、更なる対策を検討。

3．体育授業において児童生徒の運動意欲を高めます
① アスリートを体育授業等に派遣する事業を開始

（令和５年度予算案）
② 「小学校体育指導の手引」の活用促進

（令和４年度中に動画資料を追加作成）
4．授業以外の児童生徒の運動時間を増やします
小・中学校における時間割例を含めた、業前業間や放課後
等における体力向上の取組事例を周知（令和４年度中）

学 校

５．家庭で運動を実践するキッカケを提供します
（令和４年末目途）

学校や地域で身に付けた運動習慣等を家庭でも実践する
キッカケとして、室伏長官が考案・実演する身体診断「セルフ
チェック」動画をe-learning化し、幅広いプロモーションを
実施。

家 庭

令和４年12月

1．幼児期における運動習慣形成の取組を強化します
① 幼児期運動指針（MEXT）やアクティブチャイルドプログラム（JSPO）の再周知（令和４年度中）
② 幼児期からの運動遊びの普及や、保護者等の行動変容に関する調査分析を実施（令和４年度新規事業）

2．子供のニーズに応じた多様なスポーツ環境の整備を促進します（令和５年度予算案）
競技・大会志向の特定種目の活動だけでなく、体験型キャンプ、レクリエーション、パラスポーツ、アーバンスポーツなど、
従来の部活動では対応しきれていない、子供のニーズに応じた多様なスポーツ機会を提供。（地域クラブ活動の運営団
体等の整備、指導者の確保等）

地 域

※ この他、今後の対策に向けた幅広い分析・研究に生かすため、全国体力・運動能力、運動習慣等調査の個票データの提供制度を開始予定（令和５年度から順次）



幼児期からの運動習慣形成プロジェクト

背景・課題及び事業目的

幼児及び小学校児童を対象とし、発達段階に応じて、地方自治体の幼児に関わる関連部署や域内の教育委員会、体育・スポーツ協会、大学等の各種団体や、
幼稚園、保育園、認定こども園、小学校等が連携し、子供の望ましい運動習慣形成に取り組む。また、子供の運動習慣形成には子供を取り巻く保護者や先生等
（以下、保護者等）の考えが大きく影響することから、保護者等の意識・行動変容を促すことが重要である。普及事業を行う地方自治体と、調査等を行う大学等
の研究機関が連携することにより、より効果的な情報提供の内容・方法について検討し、実践する。

① 幼児期からの運動遊び普及事業の実施

・ 保護者等を対象とした子供の「運動遊び」の重要性に関する普及・啓発

と、幼児及び小学校児童を対象とした「運動遊び」を提供する。また本事

業終了後も継続的に取り組まれるよう、その効果や在り方について検証を

行う。

・ 件数：都道府県（教育委員会含む）７箇所程度

② 保護者等の運動遊びに関する行動変容調査の実施等

・ 子供の体力・運動能力と、学校外における生活習慣（運動、学習、ス

クリーンタイム、食事、睡眠等）の関係について実態を把握するため、保

護者等に対する調査を実施

・ 調査に関する運営（企画、実施支援）及び結果の分析、情報提供

内容の検証等

・ 件数： 大学等の研究機関 １箇所

事業内容

人生 100 年時代を迎えるに当たり、生涯を通じて健やかに過ごすためには、運動・スポーツを通じて健康増進や健康寿命の延伸を実現することが必要不可欠であ
るが、運動習慣形成には幼児期の運動遊びの経験が重要であると言われている。
「体力・運動能力調査」では、成人のスポーツ習慣と、小学生時に運動を楽しいと感じていたことには強い相関が認められている。さらに、小学生時に運動を楽しいと
感じた子供は、未就学時の外遊び回数が多いことが指摘されている。
このように、幼児期の運動習慣作りは、子供の体力向上はもとより、成人以降のスポーツ習慣や高齢期以降の健康の保持にも大きな影響を及ぼすものである。
以上のことを踏まえ、家庭や学校をはじめ、地域において、幼児及び小学校児童を対象に、その発達段階に応じた運動習慣の形成に取り組むことにより、子供の体
力向上を目指し、さらに、生涯に渡って運動やスポーツを継続する人が増えるよう取り組むものである。

・ 保護者から見た子供の実態
・ 保護者等の認識・行動の変化
・ 保護者等の情報提供後の変化等

・ 運動遊びの重要性に関する普及・啓発
・ 多様な運動遊びが経験できる機会の提供

① 自治体における
運動遊び普及事業

② 大学等における
保護者等の行動変容調査

①と②が連携することにより、保護者等に対して効果的な情報提供を行い、
子供の運動遊びに対する意識・行動の変化を促す

同時に、多様な運動遊びを経験できる場を提供することで、望ましい運動習慣形成につなげる

アウトカム
(成果目標)

アウトプット
(活動目標）

インパクト
(国民・社会への影響）

令和
４年

令和
５年

令和
６年

都道
府県

８ ８ ８

啓発
回数

144 144 144

・ 幼児に関わる関連部署が
連携して域内の子供の望まし
い運動習慣を形成する体制を
整え、推進する都道府県が増
加する（８ｹ所×３年）

・ 検証に基づいた効果的な
情報を全国へ普及

幼児期から運動遊びを
楽しむ児童が増えることで
地域スポーツの整備とあわ
せて運動・スポーツを楽し
む人口が増え、健康社会
が実現する

令和5年度予算額（案） 55,304千円

（前年度予算額 65,807千円）

※都道府県ごと約３カ所、年間
６回の普及・啓発活動を実施

（別紙２）
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